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２．利用状況

※H17年度は、指定管理者制度未導入。

３．管理経費等

※施設建設等に係る市債償還などの経費は、支出に含んでいません。

４．業務評価

平成26年度（通期）
指定管理施設管理運営状況報告書

施設担当課： 都市活力 都市企画 文化振興

施設名 伊丹市立伊丹郷町館

施設の設置目的
市民の共有する文化財を公開するとともに、歴史、文化に関する事業を推進することによ
り、市民の教養の向上並びに文化の発展を図る。

伊丹市総合計画
（第５次）に

おける関連施策

政策目標： にぎわいと活力にあふれるまち
施策目標： 個性とにぎわいあるまちづくり
主要施策： 芸術文化のまちづくり

指定管理者
の名称

公益財団法人 伊丹市文化振興財団

（団体の住所又は所在地） 宮ノ前1-1-3 いたみホール内

選定方法（公募・非公募）
及び指定期間

～非公募 平成 平成

管理運営上の
目標

（管理運営を行う
上での指定管理者
の具体的目標）

指標名 来館者数 （単位： 人

指標の意味 年間の来館者数

今年度の目標値 50,000 今年度の実績値 73,130

利用
状況
等の
推移

H17※ H22 H23 H24 H25
H26
(上期)

H26
(通期)

来館者数（人） 32,043 76,689 69,116 53,366 55,791 39,202 73,130

貸し室稼働率（％） 17 28 21 16 17 8 11

延べ事業開催回数(回) 0 20 21 14 13 11 18

延べ事業参加者数(人) 0 20,189 24,141 8,529 13,779 15,566 22,201

平成26年度
指定管理者の

収支状況

<単位:千円>

計画（通期） 実績（通期）

＜収入の部＞ ＜収入の部＞

指定管理委託料 20,550 指定管理委託料 20,550

事業収入（講座料収入等） 0 事業収入（講座料収入等） 62

利用料金 513 利用料金 263

合計 21,063 合計 20,875

＜支出の部＞ ＜支出の部＞

人件費 12,050 人件費 9,588

維持管理経費 9,013 維持管理経費 8,952

合計 21,063 合計 18,540

＜収支差＞ ＜収支差＞

収入合計－支出合計 0 収入合計－支出合計 2,335

施設の管理運営
に係る実質経費
（市の負担）※

<単位:千円>

H21 H22 H23 H24

(内、使用料収入) 0 0 0

H25 H26

市の収入 0 0 0 0 0 0

0

市の支出 31,403 28,547 31,019 24,851 24,946 26,019

23,330 25,783 20,328 19,806

0 0

20,550

実質経費（歳出－歳入） 31,403 28,547 31,019 24,851 24,946 26,019

(内、指定管理委託料) 26,858



☆利用者満足度調査(アンケート)結果と対応

・もっと明るくしてほしい ・電気容量に制限があるため、可能な個所はLED電球に

交換するなど、極力明るい管球を使用するなど対応。

・花嫁衣裳展大変懐かしく拝見いたしました。 ・今後も魅力ある展覧会を開催するよう対応。

・建物もきれいで、また来たいと思う。

・ふらりと立ち寄ったが、満足した。

５．改善指摘事項等

評価項目 （具体的内容）
評価結果

指定管理者自己評価 施設担当課評価
評価 特記事項 評価 担当課所見

管
理
体
制
等
に
関
す
る
事
項

維持管理業務
の実施状況

館内の清掃を定期的に実施し、常に清潔に保た
れているか。 Ａ 委託業務の業務水準が

下がらないよう、仕様
書による点検を随時実
施している。
また、伊丹市環境マネ
ジメントにもとづき、
節電節水等徹底した環
境への配慮に取り組ん
でいる。

Ａ

環境に配慮した施設運営に取り組んでいるか。 Ｂ Ｂ

職員配置など
の実施体制

館内は常に清潔に保
たれており、アン
ケート結果も高評価
である。貴重な文化
財施設として、施設
管理は協定書・仕様
書の水準を満たし適
切に行われている。

保守点検等は、協定書・仕様書に基づき適切に
実施しているか。 Ｂ Ｂ
備品等は、台帳を整備し適切に管理している
か。 Ｂ Ｂ
修繕業務は、市と適宜協議しながら適切に実施
しているか。 Ｂ Ｂ

館長等、必要な職員の配置をおこなっている
か。 Ｂ

救命救急講習受講によ
るAEDの操作法等の習
得をはじめ、接遇等の
自主研修の開催や各種
研修への積極的な参加
を行っている。

Ｂ 接遇や能力研修などの
他、救命救急講習
（AED）などにも参加
し、能力向上に努めて
いる。

職員研修は、計画どおり実施しているか。 Ｂ Ｂ
防火管理者等、管理にあたって必要な資格を
持った職員を適正に配置しているか。 Ｂ Ｂ

防犯・防災対
策への取組状
況

緊急時の連絡体制は整っているか。 Ｂ
連絡体制を整備、消防
署員立会いを含む年２
回の防災訓練を実施し
ている。

Ｂ みやのまえ文化の郷で施設間に
連携を図り、連絡体制は整って
いる。また防災訓練も適時実施
している。避難訓練を実施しているか。 Ｂ Ｂ

運
営
等
に
関
す
る
項
目

サービス向上
への取組状況
等

サービス向上や利用者増へ向けた取り組みを
行っているか。 Ａ

アンケートを随時実施
し、意見・要望に対し
迅速な対応を行ってい
る。職員だけだなく、
委託業者にも施設の一
員として接客マナー・
サービスの向上に努め
るよう指導している。

Ａ アンケート結果をもと
にみやのまえ文化の郷
内で定期的に情報交換
を行っており、指定管
理者の特性を活かし
サービス向上に取り組
んでいる。

利用者の意見を施設運営に反映する仕組を確立
しているか。 Ａ Ｂ
苦情・トラブルに対し、適切・迅速に対応して
いるか。 Ｂ Ｂ
特定利用者を優遇したり、理由もなく利用を制
限している事例はないか。 Ｂ Ｂ

事業等の実施
状況

指定管理者として実施すべき事業は、計画どお
り実施しているか。 Ｂ

施設の特徴を利用した
展覧会やコンサートな
どのイベントを開催
し、好評を得ている。

Ｂ
郷町館の風情を活かし
た様々な事業展開がな
されており、来館者増
につなげている。

施設の設置目的を達成するための効果的な事業
展開がなされているか。 Ａ Ｂ

ホームページや広報紙だけ
でなく各種メディアや団体
等に対し積極的に情報提供
を行っているが、今後さら
なる事業PRの拡充を図って
いただきたい。

利用者情報などの電子データの取扱は、適切に
行っているか。 Ｂ Ｂ
ホームページの作成や広報紙等を活用した情報
提供を積極的に行っているか。 Ａ Ｂ

収支計画に基づき、適正に運営しているか。 Ｂ
適切に執行している。

Ｂ

個人情報保
護・情報公開
への取り組み

各種申請書類等は、適切に保管しているか。 Ｂ
電子データ等すべての
情報管理は厳格に行
なっている。また郷町
館ブログを新たに開設
するなど広報に積極的
に取り組んでいる。

Ｂ

収支計画に基づき、
適正に行われてい
る。経理処理は、適切に行っているか。 Ｂ Ｂ

「評価」欄の記号の意味
「Ａ」＝協定書・仕様書等の水準を上回っている。 「Ｂ」＝協定書・仕様書等の水準を満たしている。
「Ｃ」＝協定書・仕様書等の水準を満たしておらず改善を要する。 「－」＝当該項目での評価対象外。

施設所管課総評 「鳴く虫と郷町」をはじめ郷町館の風情にマッチした季節感のあるユニークな事業を開催し、「みやのまえ文化
の郷」の施設の一つとして文化財の特徴を活かしながら、多くの方に来館いただけるよう事業を展開している。
また、国・県指定文化財の建築物であることを十分に理解し、的確な管理運営を行っていただきたい。

総合評価

Ｂ

収支の状況

「総合評価」欄の記号の意味
「ＡＡ」＝管理運営が非常に優れていると認められる。 「Ａ」＝管理運営が優れていると認められる。

「Ｂ」＝管理運営が適正であると認められる。 「Ｃ」＝管理運営が改善を要する水準である。

【実施期間】平成26年4月1日 ～ 平成27年3月31日

実施の有無 主な回答 主な対応

有り

回答者数

772

市からの指摘事項 指摘事項に対してとられた措置

特になし


